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 2016年12月12日にサイクロンVardahがインド南部タミル・ナードゥ州の州都チェンナイを直撃

した。多くの死者が出たほか、停電や倒木等による交通障害など、都市機能にも影響が出た。チェン

ナイはインド国内有数の大都市で、多くの日本企業が進出しており、日本経済への影響も関心がもた

れる。現在、多くの日本企業において、事業のグローバル化が進んでいるため、今後は、国内だけで

なく国外の自然災害についても知識・対応が求められることとなろう。 

 そこで、本稿では、サイクロンVardahの災害概要を纏めると共に、インドにおける強風災害、企業

に求められる対策をまとめる。 

なお、今回の執筆にあたり、京都大学防災研究所 西嶋准教授、森准教授、佐山准教授に情報提供い

ただいた。この場を借りて御礼申し上げる。 

 

１．災害概要 

（1） サイクロン Vardah の概要 

 12月6日にベンガル湾上で発生したサイクロンVardahは、勢力を強めながら北上、西進し、12月

12日の現地時間15～17時にインド南部タミル・ナードゥ州のチェンナイエリアを直撃した（図1）。

上陸時の勢力はSevere Cyclonic Storm（後述）で最大風速は約30m/s１と推定されており、最大瞬間

風速はチェンナイ国際空港で39m/sを観測２、チェンナイ市内で53m/sを観測した３。また、日降水量

はSathyabama Universityで380mm、Kattukuppamで340mm、Kancheepuramで280mmなど、上陸付近の

沿岸～内陸にかけて200～400mm程度の降水量となった（図2参照）。 

 

■図１ サイクロンVardahの経路図    ■図２ 12月10日～12日の3日間積算降水量 
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（2） 被害状況 

政府関係機関や各種報道による被害状況を以下にまとめる。 

■18名の死者が報告されており、1万3000人以上が避難を余儀なくされている（12月14日時点）４。 

■電柱の倒壊、変電所が倒木により被害を受けるなどして停電が発生し、チェンナイの一部地域では

停電が続いている（12月13日時点）５。 

■チェンナイ国際空港は 12日に閉鎖された（12月13日再開）。鉄道も一時運休となり、一部の区間

では運休が続いている（12月13日時点）６。 

■チェンナイ市内では、外装材などの非構造部材や街灯に被害が生じ７、看板の飛散や倒木により多

くの道路が通行できない状態となっている(12月13日時点）８。 

■バナナ農園、パパイヤ農園などに甚大な被害が生じている。一方で、沿岸部の稲作においては乾季

の中での恵みの雨となった９。 

■インド商工会議所協議会（ASSOCHAM）によると、経済損失は10億ドルに上ると予想されている１０。 

 

２．インドにおける強風災害 

（1） サイクロンについて 

 サイクロンとはインド洋、南太平洋で用いられている熱帯低気圧の俗称である。北インド洋で発生

する熱帯低気圧の風速ごとの正式な名称は表１のとおりである。サイクロンVardahの最盛期の最大風

速は70kt(ノット)程度と予想されており、Very Severe Cyclonic Storm（日本の強い台風、米国のカ

テゴリー１のハリケーンに相当）を記録した。 

 

■表１ 熱帯低気圧の海域別・風速別の名称１１ 

 

出典：日本気象学会機関誌「天気」58巻11号より弊社作成 

 

 北インド洋のサイクロンの年平均発生数は約 3.8個、インドへの年平均上陸数は約 1.4個であり
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イクロンの発生メカニズムは熱帯低気圧と同様、赤道付近の暖かい海上で積雲群が発生することで形

成される。熱帯赤道域上空で対流活動が活発な領域が約1～2か月かけて東に進んでいく現象（マッデ

ンジュリアン振動：MJO）はサイクロンの発生を促進すると考えられている１３が、12月上旬にベンガ

ル湾でMJOの発生が観測されており１４、サイクロンVardahの発生に影響を与えた可能性がある。 

 

（2） 過去に甚大な被害をもたらしたサイクロン 

 過去にベンガル湾で発生し甚大な被害をもたらしたサイクロンを表2にまとめた。2008年Nargis、

2007年Sidr、1999年Orissa、1991年Marianはいずれも高潮により甚大な人的被害が発生した。サ

イクロンVardahによる高潮は、干潮に近かったこともあり、最大で0.6m程度であったと推定される１５

が、チェンナイ中心部の標高は数mの地域もあり１６、満潮時にサイクロンが襲来した場合は大きな浸

水が予想される点に注意が必要である。 

■表２ 過去に甚大な被害をもたらしたサイクロン 

年 サイクロン 強さ 被害地域 
死者・行方不

明者（人） 

被害額 

（億円） 

2014 Hudhud カテゴリー4 インド東部 約 80 約 1,300 

2013 Phailin カテゴリー4 インド東部 約 20 約 5,300 

2008 Nargis カテゴリー3～4 ミャンマー 約 146,000 約 2,700 

2007 Sidr カテゴリー4 バングラデシュ 約 4,400 約 1,300 

1999 Orissa カテゴリー5 インド東部・ミャンマー 約 15,000 約 5,300 

1991 Marian カテゴリー5 バングラデシュ 約 139,000 約 1,800 

出典：各種公表資料１７より弊社作成（被害額：1ドル118円として換算） 

 

図３は、インドにおける建築物の耐風設計において参照される基本風速マップであり、再現期間 50

年（平均して50年に1回発生する）の最大瞬間風速をもとに設定されたものである。チェンナイは、

サイクロン常襲地帯であり、インド国内で2番目に基本風速が高い地域（50 m/s）に含まれている。

前述のとおり、今回、チェンナイ市内で53m/sの風速が観測されているが、図３の基本風速マップに

基づけば、約50年に1回程度の強風であると考えることが出来る。 

■図３ インドの設計用基本風速 

 
出典：Bureau of Indian Standards（https://law.resource.org/pub/in/bis/S03/is.875.3.1987.svg.html）に弊社加筆 
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３．企業に求められる対策 

（1） 懸念される企業間での自然災害対応格差 

 サイクロンが直撃したインド南部タミル・ナードゥ州は、インド国内で最も日系企業の拠点が多い

州である。州都チェンナイは、「インドのデトロイト」とも称されるほど自動車産業が集積しており、

約300 社の日系企業が進出している。 

チェンナイでは、約1年前の2015年11月から12月にかけて、度重なる大雨により大規模水害が発

生し、人的被害(死者300人超)ならびに経済損失（予測値約2,700 億円）が発生したことは記憶に新

しい１８。 その際、大手自動車完成車メーカー各社は、従業員が出勤できない等の理由により約1週

間操業を停止している。 

 今回のサイクロンに対する現地日系企業各社の対応は、現時点では明らかになっていないが、世界

各国に拠点を持つグローバル企業においては、様々な危機管理対応が取られていると考えられる。一

方で海外拠点を設けて間もない企業等においては、所在地およびその周辺が高い自然災害リスクに晒

されていることを認識しながらも、人材や経営資源に余裕がなく、必要な対策が十分でない可能性が

否定できない。 

 

（2） 自然災害を想定した組織・体制の構築 

 自然災害リスクへの対応において非常に重要なのは「平常時の準備」である。ここでは、海外拠点

における自然災害を想定した最低限の体制構築として、以下の3 点を挙げたい。 

① 気象情報のモニタリング体制構築 
各国・地域の気象当局が発表する警報や注意喚起の情報をモニタリングし、社内関係者でいち早く

伝達・共有する体制を構築し、意思決定の根拠とすることが望ましい。これにより、例えば台風・ハ

リケーン等の暴風雨等などの気象災害の発生が予報されている場合は、状況に応じて従業員の帰宅・

出社可否など安全確保策の判断が可能となる。さらに、被害極小化に向けた建物、設備、保管製品の

防護措置（浸水を想定した安全箇所への財物の移動など）や生産調整等を講じることが可能となる。 

② 従業員・関係者の緊急連絡網の整備・更新 
夜間・休日の自然災害の発生が懸念され、早急に従業員・関係者への連絡・指示を行う必要が生じ

ることもあるため、緊急連絡網を整備し、人事異動の都度、更新を行うことが重要である。 

③ 緊急時のための水・食料等生活物資の備蓄 
自然災害の発生により、海外拠点から自宅への帰宅が困難となる事態が想定される。拠点の要員数

と想定される自然災害に応じて必要な備蓄量を検討し、水・食料等の生活物資を備蓄しておくことが

求められる。 

前述した最低限の体制構築に加え、自然災害を想定した危機管理にあたっては、「リスクの評価・分

析」、「マニュアル・ガイドラインの整備」、「事前啓発活動・教育・訓練等」を適切に行うための体制

の整備が求められる。これらについては、本誌バックナンバー「海外危機管理のポイント④海外にお

ける自然災害リスクと企業の対応」を参照されたい。１９ 
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４．おわりに 

 過去に甚大な被害をもたらしたサイクロンに比較すれば、Vardahの被害は小さい。しかしながら、

規模が小さいとしても、事業所周辺で局所的な浸水が発生すれば、甚大な被害と成りえる。また、気

候変動等に伴う自然災害の激化も懸念される状況において、企業における自然災害リスクへの対応力

強化は不可避の課題である。特に海外拠点を持つ各企業においては、各国・地域それぞれに特有の自

然災害を理解・特定し、影響度を正しく把握することが重要である。特にアジアの、外国企業誘致に

より急速な工業化や都市化が進む地域では、インフラ整備が追い付かず、自然災害に対して非常に脆

弱な都市基盤となっていることが多く、自然災害時には都市機能が麻痺する可能性があることも考慮

する必要がある。企業においては、これらの各国・地域事情を踏まえた上で、事前対策、緊急時対応、

早期復旧の備えを十分に検討しておくことが重要である。 
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